
次号予告

特集 OR普及へのカギ

OR実施の諸側面…H ・ H ・.....・高井 英造(三菱石油)

OR これからの分野....・ H・-…平本厳(愛知学泉大)

宇佐川雄土(電力中研)

企業における OR担当組織とその維持

…大村雄史(住商オットー)森村英典(日本女子大)

End User OR の提案…一…舘正道(日本総研)

松下芳生(トーマツ)

OR リテラシー拡充のために

…真鍋龍太郎(文教大)権藤元(近畿大学)

OR トピ ''1 タス

アルゴリズムと特許(5)ー……今野浩(東京工業大)

編集後肥・右足の小指を骨折しました.全治 3 カ月との

診断.オートマティック車の運転はできますので，自宅

と勤め先の学校とを往復するだけの生活となりました.

この号の編集のお手伝いも学校の電話の前に座ったまま

での応対でお茶を濁す羽目となりました.

・今回の特集は，離散系シミュレーションです.事務局

から玉稿をファックスで送信していただいて，目を通し

ていますと，二十余年前を想いだしました.

・当時は電機会社に籍を置いて，羽田の航空交通管制jシ

ステム受注用シミュレーションを SIMSCRIPT言語で

組んでいました.全部で 3 千ステップを越えたことを覚

えています.

・錯綜する現象世界を SIMSCRIPTのWorld Viewに

よってスッキリと写し取れることに驚嘆しました.まず，

世界の時聞を止めて，状態を entity ， attribute , set と

いうコンセプトで表現します.次に，状態の変化を event

ルーチンとして記述するのですが，そこを，時間の経過

を伴なわない瞬時的状態変化として捉えるのがコツでし
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て，時計が進むのは，カレンダの時間軸の跳び跳びの位

置にいる event から次の eventへコントロールが移る

ときです.それで，離散的というのでしょう.

・最近急速に普及しているオブジェクト指向プログラミ

ングのアイデアは， SIMSCRIPTのWorld Viewを継

承しているように思えます.したがって，離散系シミュ

レーションをオブジェクト指向プログラミングで実施す

るということは，きわめて自然なことなんだろうと考え

ています.

・ただ，当時シミュレーション結果を数値の羅列でしか

示せなかったので，その実用価値をわかりにくくしてし

まいました.今日のゲームソフトに代表されるアニメー

ション技術の効果たるや絶大なものがあると痛感します

・ところで，当時の SIMSCRIPT 関連資料が歩きまわ

ったので、すが，見っかりません.歩くたびに骨折した指

が痛みます.身辺整理の悪い日常を，骨折の痛みが映し

だしてくれた思いです.これは，何と名つeけたらよいシ

ミュレーションでしょうか小池将貴)
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